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【登校時の健康チェック】 

・本校では、登校時に集団下足場前で7:45から、職員５人

体制で健康チェックをしています。手順としては、下足場で

非接触体温計を使って全員の体温を測ります。その際、体温

が37℃以上の場合、生活科室で養護教諭が改めて体温測定

と問診を行います。 

・体温測定後に、自宅で行っていただいている「健康チェッ

クリスト」を提出します。保護者の方のサインと検温の記録

を確認します。「健康チェックリスト」を忘れてきてしまっ

た児童は、生活科室で検温と問診を行います。 

・その後、必ず手の消毒を行い、マスクの着用を確認したう

えで、子どもたちは教室へ向かいます。 

・始めた当初は手こずっていた低学年の子どもたちも、今で

はすっかり手順に慣れ、手早く健康チェックを終えることが

できるようになりました。 

 

【様々な場所でのディスタンス】 

・手洗い場やトイレが密にならない

よう、整列用のステップを貼ってい

ます。また、手洗い場の蛇口の数も

減らし、隣との密を避けるようにし

ました。また、図書室においても、

座席をひとつ飛ばしにしたり、貸し

出しの整列場所もステップを貼った

りしました。子どもたちは、ステップの上できちんと並んで待つことができています。 

・各教室も最大限、机を離して距離をとるようにしています。原則、当面の間は前を向いたままの講義

形式での並びとなっています。話し合い活動や実験などでも、机をくっつけたり、頭を寄せ合ったりし

ません。 

 

【校時割の変更と手洗いタイム】 

・当面の間、一コマ４０分授業になったことに伴い、校時割を変更しています。全体的に繰り上がった

ため、子どもたちの下校時刻が少し早まりました。 

・本校は幸い、児童数の割に運動場が広いため、特に休み時間に使用制限等を行わなくても密になるこ

とはありません。１５分休みや昼休みは、原則マスクを着用して運動場で遊んでいます。しかし、気温

も高くなり熱中症の危険性もあります。運動して息苦しいようなときは、周りに人がいない場合は外で



はマスクを外してもよいと指導しています。 

・１５分休み後や昼休み後は、学習の前に「手

洗いタイム」を設けています。「きたきゅうてあ

らいうた」を放送し、しっかりと手洗いと水分

補給をするように指導しています。 

 

【マスクケース】 

・体育の学習時や給食時は、子どもたちはマスクを外します。本校では、

A5サイズのクリアファイルをマスクケースとして、児童一人一人に配布し

ています。子どもたちは、マスクを外す際、きちんとマスクケースに入れ、

マスクを外した後はおしゃべりをせず活動しています。 

 

【給食時間】 

・給食時間は、安全を第一に考え、全職員で体制を整えています。各

クラス職員2人体制で配膳や片付けを行っています。給食当番の児

童も牛乳やパンなどの個別包装されているものだけ配布し、おかずは

職員がつぎ分け、盆にのせ、当番は触らず自分でとるようにしていま

す。 

・職員は配膳の際、マスク、エプロンおよび使い捨てのゴム手袋を着

用しています。配膳台も使用前後にアルコール消毒しています。 

・当面の間、給食時間はおしゃべりをせず、黙って食べます。子ども

たちは、よく理解して協力してくれています。時間になったら、全員

片づけるようにしていますが、配膳を職員が行い準備が早くすむの

で、食事時間がきちんと確保されていることと、黙って食べているの

で食べることに集中できていることから、残食はあまり以前と変わら

ないように感じます。 

 

【清掃活動】 

・清掃活動が密になるのを避けるため、当面の間、分散登校のABグループが交代で掃除を行うように

しています。放課後の時間帯に１０分間、もくもくそうじです。市教育委員会から出されている「保健

マニュアル」にそって、机や椅子を運ばず、動かさずにほうきで掃いたり、担当のエリアを決めて雑巾

がけをしたりしています。人数が少なくなることで仕事が明確になり、かえって短時間で終えることが

できているように感じます。 

 

【日常の消毒作業と点検】 

・市教育委員会より、感染症対策として、学校補助業務員の方が一名来てくださっています。その方

が、校内の消毒作業を丁寧にしてくださっています。階段の手すりやトイレ、スイッチ類や扉の取っ手

そして運動場の遊具まで、子どもたちが安全に過ごせるよう徹底してくれています。 



・各担任も、子どもたちの下校後、教

室の中や使用した教具、下駄箱など丁

寧に消毒作業を行っています。時間は

かかりますが、子どもたちが安心して

生活できるようにするためには、当面

の間欠かすことができません。 

 

【子どもたちへの評価と啓発】 

・本校では、新しい学校生活のきまりとして子

ども達に「マスク・手洗い・くっつかない」を

指導しています。その子供たちの頑張りがどう

だったのか、適時、校長が校内のテレビ放送で

伝えています。また、感染症予防についての指

導や新しい給食の仕方なども、テレビ放送の中

で適時指導しています。 


